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達度 ssCT)中分化型腺癌であ一･､た.肝内病饗は馴南蛮に

比Lmucin産生が少なく,HIT.染色.CA19--9染色等

より胃癌とは独立 したもので肝内胆管癌と考えられた,

患者は術後 1年 1カ月の現在額再発生存率である.

盈擾癌といえども,駁治術が施行されれば予後 も期待

できるので,積極的な外科治療を試みるべきであると考

えられた.

2El)進 行 ･再 発胃癌に対する MTX:;5FU 交代

療法
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遠隔威鱗の向上 感療縮小効鼠 50%生存期間の延長,

症状の改善による Qualiけ oflifL,(Q()L)の向上を end

p｡illtと して.予後不良な進行 ･再発胃癌 に対 し,

MTX-.:'5FU 交代療法を1987年 3Flより施行 している.

対象は StageⅢ,Ⅳ の治癒切除および相対的非治癒

切除42例 (Adjuvant化療群)ど,明らかをこ癒腰が存在

している非切除症例,絶対的非治癒切除症例,および術

後再発28例 (Radical化療群)である.

【結果】(PAdjuvEult化墳群では.1牛革85.39,6~5

生率47.60占と良好であった.(pRadieal化墳群では1

生率38.50t),500b生存期間 9ケ月であり,評価可能稿

変を肯する2()例では各 々47.400,ll.9ケ月で.奏効率

は25.0% (CRl例,PR4例)であった.③ 副作用

は高率にみられたが,致命的な障害はなく,安全性が確

認され外来投与が可能であった.④ 化学療法による PS

の向上が82.loo(23.:28)と高率に認めLT〕れ QOLの

改善には充分寄与していた.

25)大腸癌肝転移に対する治療
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大腸癌では血行性転移として肝転移が他臓器の癌に比

し高頻度に認められ 同時性肝転移が4.2-125%′,異時

性肝転移が10･-209/drの頻度で見られるといわナしている.

過去 3年 5カ月間に当院で外科的治糖を受けた大腸癌症

例は278例であり,そのうち,同時性肝転移は23例8.3

%に,異時性肝転移は13例4.7,%に認めた.これら大腸

癌肝転移症例に対 して,のベ14例に肝切除を (肝切除率

38.9%/),15例に肝動注化学療法を行った.肝切除症例

の3年生存率は66.7%,無再発3年生存率は38.1%で
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あり,種々の要田iこより肝切除を断念 し.肝動注化学療

法のL71を行-)た症例のうち1例 (手術時所見 :H2,PO.

S2.Nl.組織所見 :pap,ss,TNFl･,lyl,vl)に肝

転移の消失 (CR)を認めた.以上.大腸癌肝転移症例

をこ対 し,良好な治療成鱗を得ることができたので若干の

文献的考察を加えて報吾する.

口. 特 別 講 演

-研究 の現状と将来-･∴_D

癌研究会 癒化学埼法1:ン乍I.- 副所長

塚 越 茂 先生

第 23凍回新潟 外科 集読 会

日 時 平成4年4月11日 (辛)

午後 1時

会 場 新潟大学医学部

第 3講義室

Ⅰ. 一 般 演 題

1)鰐仮性嚢胞 内出血の 3例

1985年1て_1降,当村で経験 した肝仮性嚢胞内tLli血を起

こした3例につき検討 した.症例1は妊娠を契榛に発症

した急性輝炎をこ続発する鰐尾部嚢胞で腎棚藤娘吻合術施

行後12F]目に喪胸壁かと､.'LT)Lli血による大量吐血をおこし

た.嚢胞内容の出血による大農叫二血をおこした.嚢胞内

容の不十分な ドレナ-ジが原因と考えられたが,保存的

療法にて止血,軽快 した.症例2･3は共に大酒家の男

性で,急性肝炎にて保存的治療をうけたのち.そIrtぞIt

9カ月,lOカ月削こ仮性動脈噛破裂による燕胞内出血を

起こした.し､ずれも血管造影による選択的動脈塞栓術に

て.lL血 し得た.揮仮性嚢胞の治療としては炎症病巣の除

去 ･出血の予防の観点から確実な切除が望ましいが,腸

管との吻合術を行 う場合には蕪胸内の十分な ドレナー-ジ

が必要と考えられた.また緊急止血手段として選択的動

脈塞栓術が有効だった.


